
                           

 

【事業の目的】 
 桶川飛行学校平和祈念館は、市指定文化財である「旧熊谷陸軍飛行学校桶川

分教場建物」を活用し、平和を発信し、平和を尊重する社会の実現、及び地域

の振興に寄与するための施設として開館しました。  

 

【事業の内容】 
 旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場建物の公開および建物内部での資料展示を行

っています。１番大きな兵舎棟では飛行学校で使用されていた教科書、戦地で

使われていた装備品、桶川分教場の教官を務め、特攻隊として出撃した伍井芳

夫氏の遺書など、当時の資料を用いて、桶川分教場の開校から戦後の若宮寮ま

での歴史、飛行学校での生活の様子を展示しています。展示の中には当時の寄

宿室の様子を再現した部屋もあります。  

また兵舎棟には企画展示室があり、企画展示や講演会を実施します。  

これらの活動を通じ、子どもをはじめとしたあらゆる世代へ平和を発信して

いきます。  

 

【事業年度】 
 復原整備工事：平成３０年度～令和元年度  

 桶川飛行学校平和祈念館の開館：令和２年度  

 

【予算額（千円）】 
 平成３０年度～令和元年度  484,145 千円  

令和 2 年度  11,996 千円  

 

【財源】 
 ふるさと創造資金（県）、地域活性化事業債、一般財源（市）、寄附金  

 

 

桶川飛行学校平和祈念館の開館  

－Ｎｏ .２７  桶川市－ 

分野区分  B 



【事業実施に至った背景・経緯】 
 桶川分教場は戦後、大陸から引き揚げて来られた方のための市営住宅「若宮

寮」として使用されますが、平成１９年に最後の住民が転出し、市営住宅とし

ての役割を終えます。その後、ＮＰＯ法人旧陸軍桶川飛行学校を語り継ぐ会よ

り１万４千筆の署名とともに建物等の保存を求める要望書が市に提出されます。

市はこれを受け、平成２２年に土地を国から購入し、保存に向けて動き出しま

した。  

平成２８年には現存する五棟の建物が市の有形文化財に指定され、平成３０

年から令和２年にかけて、復原整備工事を実施しました。工事では若宮寮時代

に追加された壁や扉などを取り外し、昭和１８年当時の姿に戻す作業が行われ

ました。また、内部を見学できるように、建物の補強や段差解消の対応をしま

した。  

工事は令和２年３月に完成し、令和２年８月４日に開館となりました。  

【事業のＰＲポイント】 
 熊谷陸軍飛行学校桶川分教場は昭和１０年に現在の熊谷市に開校した熊谷陸

軍飛行学校の分校として昭和１２年に設置されました。各地から集まった生徒

はここで寝食をともにしながら、陸軍航空兵になるための飛行機の操縦教育を

受け、その後、戦地へ向かいました。  

 昭和２０年２月に熊谷陸軍飛行学校が閉校となり、それから昭和２０年８月

１５日の終戦までの約半年間、桶川分教場は特攻（特別攻撃）隊の訓練施設と

して使用されました。  

 戦後、かつては全国にあった飛行学校の建物は次々とその姿を消していきま

した。市指定文化財である「旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場建物」は、守衛棟、

車庫棟、兵舎棟、便所棟、弾薬庫の五棟からなり、旧陸軍の飛行学校の木造建

造物が群として残っている全国でも珍しい例です。  

戦後 75 年が経ち、戦争を経験された方も年々少なくなってきています。普

段、接することのない戦争というものに接する機会を得ることは、子どもたち

だけでなく、大人にとっても貴重な体験となると思います。  

【事業実績・成果・今後の展開】 
 ○実績  

・令和２年８月４日  開館  

 ・企画展示「第二十三振武隊隊長  伍井芳夫」を実施  

（会期：令和３年１月１６日～令和３年３月２１日）  

 ○今後の展開  

 ・令和３年度の取り組みとして夏頃及び冬頃の年 2 回、企画展示を実施予定。  



【参考資料】 
活用の基本方針  

（※市指定文化財  旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場建物保存活用計画より抜粋） 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

兵舎棟外観           復元された寄宿室  

〔  連絡先  〕  

  自治文化課  桶川飛行学校平和祈念館    ０４８（７７８）８５１２  

 現在、私たちは飛行機を活用し  

平和な暮らしをしている。当時の  

若者の飛行機に乗ろうという思い

や、飛行技術の進歩を知ること

で、飛行と平和の重要なつながり

を伝える施設とする。  

「飛行技術の平和利用」  
を伝える  

 旧桶川飛行学校は、メートル法と尺貫

法が組み合わされた建築様式などの特徴

を有する、近代史を現す建物群である。

当該建造物を訪れることによって、地域

の歴史や文化財としての価値を継承する

施設とする。  

 旧桶川飛行学校を訪れることで、来

場者それぞれに平和に対する思いや考

えを深めることができる施設とする。

また、過去を知り、現在の平和を感じ

ることで、平和を未来につなげる施設

とする。  

「平和」を発信する  

桶川飛行学校が設置された歴史的

背景や、施設の使われ方などを知っ

てもらうことで、当時の世の中の様

子を学ぶ施設とする。  

「桶川飛行学校の役割」  
を伝える  

「建物の文化財としての価値」  
を伝える  


